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参考資料１



参考：今後想定される社会環境の変化

出典：(公財)日本交通公社「観光文化 252号」（2022年2月）内 「2030年の観光のあり方」より

・観光を専門とするシンクタンクである公益財団法人日本交通公社では、今後１０年で想定される社会環境の変化について、6つのキーワードを
軸に整理している。今後の観光戦略づくりでは、観光（地域）×各キーワードの視点からの考察も重要となる。
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①「選ばれる観光地」をめざし、自然や歴史に培われた文化、産業、食の魅力・ポテン
シャルを引き出す観光コンテンツの開発
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旅行の個人化

【国内旅行者の個人・団体のシェア】

※大手旅行会社（JTB、KNT-CTホールディングス、日本旅行、阪急交通社等）
出典：国土交通省「国土交通月例経済」

【主要旅行業者取扱額の推移】

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」

・戦後の経済発展をベースにした団体旅行に代表されるマスツーリズムの時代から、個人・グループ旅行に、旅行市場がシフトしている。
・主要旅行会社の取扱額も、コロナ以前から低下傾向にあり、マスツーリズムが低迷している。
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旅行目的の多様化
• 行ってみたい旅行のタイプに関する調査では、「自然」「温泉」「グルメ」歴史・文化」が、定番として上位の位置を占めるが、全体として、他の旅行ス

タイルも10％以上が、20項目以上選択されるなど、旅行目的の多様化は進んでいる。

出典：(公財)日本交通公社「新型コロナウイルス感染症流行下の日本人旅行者の動向（その４）]

【行ってみたい旅行のタイプ】
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コロナ禍の影響１
・コロナ禍において、旅行動機や旅行スタイルの変化があった。
・今後（コロナ後）において、旅行者がどう変わるのかは、不透明ではあるが、変わらないこと、変わることを注視しながらの戦略策定が求められる。

出典：(公財)日本交通公社「観光文化 252号」（2022年2月）内 「JTBF旅行者調査」より
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コロナ禍の影響2

出典：じゃらんリサーチセンター「とーりまかし vol.63 （2021年3月号）調査研究」（新型コロナウイルス感染症拡大による旅行価値観の変化）

【今後の旅行に対する意識】

・食、宿、温泉、自然は定番の旅行目的として、今後も選好されるという調査結果となっているが、一方で、観戦・鑑賞、テーマパーク等の人の集まりやす
いものについては、避けられる傾向や近隣地域への旅行（マイクロツーリズム）やマイカーでの移動などのスタイルを増やしたい意向が高くなっている
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旅行に求める価値観の多様化

出典：(株)JTB総合研究所「進化し領域を拡大する日本人の国内旅行（2019）」

【交流についての考え方】 (単位：％）
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全体 3608 8.8 8.7 23.6 39.3 13.9 21.1 5.8 0.6 32.3

男性 20代 258 20.5 12.4 22.5 33.7 22.5 23.6 7.8 0.0 28.7

男性 30代 258 13.2 10.5 18.6 36.0 15.7 19.8 5.6 0.4 33.3

男性 40代 258 9.3 9.7 29.1 35.3 14.3 19.4 5.8 0.4 34.1

男性 50代 515 5.8 6.6 21.0 42.1 15.7 21.0 3.7 0.6 30.3

男性 60代 515 8.0 8.9 24.5 48.3 14.8 22.3 8.2 1.0 29.9

女性 20代 258 10.1 8.5 26.4 23.3 8.5 17.1 8.5 0.0 41.5

女性 30代 258 7.8 12.0 22.9 31.4 12.4 19.8 2.7 0.4 38.4

女性 40代 258 10.9 8.5 22.9 35.3 13.2 19.8 4.3 0.0 36.0

女性 50代 515 7.0 8.2 25.2 41.0 11.5 22.9 8.7 0.6 30.5

女性 60代 515 5.2 6.4 23.5 46.4 11.8 21.7 8.9 1.2 29.5

・本物志向や地域との交流へのニーズなど、旅行に求める価値感が多様化している。
・「地域の歴史や文化について、より深く知りたい」との回答が39.3%で中高年齢層で高く、「本物」を志向する傾向がうかがえる。
・「地域の活動に参加するなど、積極的に交流を持ちたい」との回答が若年層に高く、若年層と中高年齢層で価値観の変化が見られる。
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変わる観光の志向と“ツーリズム”領域の拡大
• ㈱JTB総合研究の所分析によると、「旅の動機「旅の目的」「地域と旅行社との関係」「旅のスタイル」のすべてにおいて、従来の観光から、新しい観

光へ変化（進化）しつつあると指摘されている。

出典：(株)JTB総合研究所「進化し領域を拡大する日本人の国内旅行」（2019）
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観光客の満足度
• ひょうご観光本部の調査結果によると、淡路地域への期待度と満足度は、乖離がなく、ほぼ期待通りで満足していることが読み取れる。特に、「食

事」「特産品・お土産」に対する満足度が高い。一方、「体験・アクティビティ」については、期待度が低く、満足度も高くない。（そもそも「体験」をしていない？）

• 「地域」「宿泊施設」への再訪意向も高い。

出典：ひょうご観光本部「観光地魅力度調査報告書」
R3年10～12月淡路地域版より
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伝統の技

文化 歴史

土地の食

温泉自然

アート
素朴な触れあい

伝統の技

文化 歴史

土地の食

温泉自然

アート
素朴な
ふれあい

淡路島における「新しい旅の形と地域づくり」のイメージ

地域の魅力の開発・発掘
↓

物語化

地域の魅力の開発・発掘
↓

物語化

これからの旅のキーワード
品質や価格などの「スペック」ではなく、

「五感に訴えるシナリオづくり」で旅を創造すること。
10
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DXの推進
• 観光庁では、観光におけるDXの推進について、観光コンテンツづくり、観光地経営、顧客獲得の３つの柱で事象が推進されている。

出典：観光庁「令和４年度予算」より
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②京阪神だけでなく、首都圏等遠隔地発のシェア拡大に向けた誘客の促進
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淡路島及び周辺府県への宿泊者比率
• 淡路島への宿泊者は、圧倒的に近畿圏からが多い。ほぼ3/4が、近畿圏からの宿泊者となっている。この比率は、コロナ禍等の遠距離旅行が敬

遠された期間にはプラスに働いたと思われるが、今後の観光事業推進を考える上では、発地の多様化が望まれる。

淡路島 徳島県

兵庫県 大阪府

JTB「2019年度宿泊者データ」より13

大阪府 34.0％

首都圏比率 6.5％

首都圏比率 21.6％ 首都圏比率 41.4％

首都圏比率 26.6％



首都圏からの宿泊比率
• 首都圏からの宿泊者比率を近隣及び他の観光地と比較すると、淡路島は、首都圏からの宿泊者比率が低い。他の観光地で、首都圏比率が高

い観光地には、「その地域ならではのコンテンツ」が存在する。

上位４発地が首都圏

上位４発地が首都圏

※淡路島の宿泊者発地は、東京都＋神奈川県＝4.7％で、千葉県・埼玉県が不明のため、2.0％と推計し、6.7％で表記。

淡路島の隣県だが首都圏率高い

羽田便AIRあり。（観光用：165席/便日）

ならではコンテンツ＝熊野古道

ならではコンテンツ＝出雲大社

ならではコンテンツ＝天橋立
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関西地域での大型イベント等
• 2023年全国のJRグループと連携した兵庫DCの開催、2025年の大阪・関西万博開催による、国内外からの集客など、淡路島を取り巻くエリアで

は、大型キャンペーンやイベントが、2023年以降に開催される。2025年には瀬戸内芸術祭の開催も予定されている。
• このような大型イベントによる関西～瀬戸内海への集客を機会ととらえ、淡路島への集客をはかる動きが必要である。

出典：兵庫県資料より

出典：（公社）２０２５年日本国際博覧会協会「基本計画」より

出典：せとうちDMOHPより
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③島外から淡路島への移動、島内における移動に係る手段の充実
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③島外から淡路島へのアクセス方法の現状と課題（概念図）
• 首都圏等の遠隔地から（インバウンド含む）の来島宿泊客のための、アクセス方法に課題がある。

マイカー
京阪神発

首都圏等
遠隔地発

（＋インバウンド）

※観光周遊
あり

日帰り

宿泊

高速バス（観光周遊ほとんどなし）

高速バス＋コミュニティバス

タクシー

スマホ乗継検索
機能の充実急務

課題

・高額
・観光タクシー離
れ顕著

レンタカー
※淡路島の観光スポット特性を鑑みると

圧倒的に便利

・整備遅れ
・島内での貸し
出し強化
・徳島空港発着
の活用
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バスモ南あわじ市版
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• 島内のバス乗り換えが検索できるアプリがローンチされている。南あわじ市版では、市のコミュニティバスである「らん・らんバス」の情報も検索できるサー
ビスが開始されている。



淡路島周辺の海上交通
• （一社）関西経済同友会の広域観光委員会「舟運を活用した新たな広域観光の実現へ」では、大阪・関西万博を契機としたクルーズ事業の

拡大による、大阪湾と瀬戸内海の広域の経済循環の必要性が提言されている。

出典：（一社）関西経済同友会の広域観光委員会「舟運を活用した新たな広域観光の実現へ」より
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周遊についての実態
• 兵庫県内の多くの地域で、周遊の有無について、「あり」と回答した割合が５０％未満となっている。淡路島は、29.4％と地域別では最も低くなっている。
• 姫路市、城崎温泉、湯村温泉は５０％以上の観光客が他の場所への周遊ありと回答している。

出典：（公社)ひょうご観光本部「観光地魅力度調査報告書（令和3年7月～9月兵庫県全域版）」

【周遊の有無（兵庫県） 】

※周遊の有無の回答数と周遊先の回答数が異なるので正確ではないが、周遊ありの割合と周遊先の選択割合を掛け合わせて計算（周遊先：その他は上記表から除いている）

※下表において10％以上のものを地図上に表記

図表11【周遊先の選択割合（兵庫県） 】

(単位：％)

地　域 あり なし
神戸市（有馬温泉） 33.8 66.2
宝塚市 37.5 62.5
姫路市 51.7 48.3
赤穂市 43.0 57.0
豊岡市（城崎温泉） 56.7 43.3
新温泉町（湯村温泉） 54.9 45.1
丹波篠山市 33.3 66.7
淡路島 29.4 70.6

【周遊状況図（兵庫県）】
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(％) 神戸市 宝塚市 姫路市 赤穂市 豊岡市 新温泉町 丹波篠山市 淡路島 大阪府 京都府 岡山県 鳥取県 徳島県 その他

神戸市（有馬温泉） - 3.2 2.7 0.0 0.5 0.0 1.1 3.8 5.4 1.1 1.6 0.0 1.1 13.4
宝塚市 9.4 - 0.5 1.4 1.4 2.3 3.3 2.3 6.1 2.8 0.9 0.5 0.9 5.6
姫路市 11.2 0.9 - 6.9 2.6 0.0 1.7 4.3 1.7 3.4 2.6 1.7 0.9 13.8
赤穂市 9.1 0.0 10.9 - 1.2 0.6 1.2 0.0 1.2 2.4 4.8 1.2 0.6 9.7

豊岡市（城崎温泉） 15.8 0.0 5.6 0.9 0.0 0.9 2.8 0.0 4.6 11.2 0.9 1.9 0.9 11.2
新温泉町（湯村温泉） 2.4 0.0 1.6 0.8 16.6 0.0 2.0 1.6 0.8 2.4 2.0 13.7 0.0 10.9

丹波篠山市 5.6 1.9 1.9 1.9 3.7 0.6 - 2.5 1.2 0.6 1.2 0.0 0.0 12.3
淡路島 7.9 0.0 1.6 0.3 1.6 0.6 0.6 - 0.6 3.2 0.9 0.3 6.3 5.4

＜周遊先＞

<

訪
問
地>



④持続可能な観光地域づくり
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観光GDPの域内比率（兵庫県内）
• 観光GDPが域内GDPに占める割合は、兵庫県全体では、3.5％だが、淡路島の観光GDP比率は15.6％と、県内では最も高くなっている。

【観光GDPの域内GDPに占める割合（2019）】

出典：兵庫県「観光客動態調査」、「市町民経済計算」

GDP比率：10.0%
（618億円/6,199億円）

但馬

GDP比率：5.7%
（245億円/4,328億円）

丹波

GDP比率：3.2%
（1,701億円/53,993億円）

阪神

GDP比率：3.2%
（2,158億円/68,074億円）

神戸GDP比率：15.6%
（696億円/4,471億円）

淡路

GDP比率：2.7%
（2,057億円/75,040億円）

播磨

GDP=国内総生産は、一定期間内に国内で産み
出された物やサービスの付加価値の合計のこ
とである。その国内領土に居住する経済主体
を基準にした数値で「居住者たる生産者によ
る国内生産活動の結果、生み出された付加価
値の総額」をいう。
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淡路島への入込客数と宿泊客数の推移
• 2014年以降入込客数は高止まりがつづいている。宿泊客数は、コロナ影響を除き、横ばいの状態である。
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淡路島の月別入込客数
• 月別入込客数では、2020年度のコロナ禍影響を除くと、季節別では、秋季の入込客数が少なくなっている。また、単月比較では、12月、2月、6

月の入込客数が少ない。
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出典：兵庫県観光客動態調査報告書より（各年度）
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淡路地域の将来推計人口
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観光交流人口の経済効果

26
出典：近畿運輸局資料より



SDGs×旅行に関する意識
• 旅行者の68％の方がSDGsを重要と感じている。また、SDGsの取り組みを重視した商品やサービスについて、旅行商品を「価格が高くても買う」と

する方は他の品目よりも割合は低いものの、35％となっている。
• 旅行中に求めるものでは、「個人が意識しなくとも、その地域の行動が自動的にSDGs推進になるしくみができている」とする回答が多い。

【SDGsに対する重要性についての意識（性・年代別）】 【SDGs の取り組みを重視した商品やサービスの価格についての意識】

【旅行中での SDGs を意識するために、地域や商品サービスの提供側に希望するもの】
（単位：％）

個人が意識しなくとも、その地域の行動が自動的にSDGs推進になるしくみができている 26.9
宿泊施設の予約サイトを通じて、施設のサスティナビリティについての取り組みが分かる 26.5
SDGsに関わる消費によりポイントがたまる 24.1
世界的な認定機関から「持続可能な観光を推進する旅行先」としての認証がある 20.3
利用する交通機関のCO2排出量が検索できる 18.5

旅行（移動）により発生するSDGsのマイナス面と旅行先での行動や消費が与える
SDGsのプラス面が詳細に説明されている 15.7

SDGsに関わる体験プログラムがある 11.5
その他 0.4
特にない 34.9

出典：(株)JTB総合研究所「SDGs に対する生活者の意識と旅行についての調査（2022）」
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住民の満足度等
• 住民満足度は70％台となっている。
• 「観光客が増えていると思う住民の割合は、増加傾向で50％台、「地域の宝があると思う住民」の割合も50％前後で推移している。

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

全体として、今の生活に満足している住民の割合 53.9 58.5 57.1 65.9 71.8 71.7 68.5 72.8 67.6 70.2 70.1

観光などの訪問客が増えていると思う住民の割合 16.5 17.6 19.4 35.0 47.8 44.9 42.5 48.8 48.4 48.9 54.5

自慢したい地域の「宝」（風景や産物、文化など）があると思う
住民の割合

57.0 52.7 37.0 42.1 50.5 49.8 49.5 59.1 45.5 50.9 51.5
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住民満足度/観光客増加感/地域の「宝」有

兵庫県「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査結果一覧【淡路】より
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